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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月19日(2020.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体組成物送達システムであって、
　内視鏡；
　バイオインク容器とノズルを含むバイオプリンターであって、前記バイオインク容器は
、バイオインクを含み、前記バイオインク容器は前記ノズルと流体連通する、バイオプリ
ンター；および
　前記バイオプリンターと通信する制御システム、
を含むことを特徴とする生体組成物送達システム。
【請求項２】
　内視鏡に接続された紫外線光源をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の生体
組成物送達システム。
【請求項３】
　前記バイオインクは、光重合開始剤を含むことを特徴とする、請求項２に記載の生体組
成物送達システム。
【請求項４】
　前記紫外線光源は、前記バイオインクの架橋結合を開始することを特徴とする、請求項
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３に記載の生体組成物送達システム。
【請求項５】
　前記光重合開始剤は、０．０１乃至１％ｗ／ｖのバイオインクを含むことを特徴とする
、請求項３または４に記載の生体組成物送達システム。
【請求項６】
　前記紫外線光源は、１００ｎｍ乃至４００ｎｍの波長を有する光を放射することを特徴
とする、請求項２乃至５のいずれか１項に記載の生体組成物送達システム。
【請求項７】
　前記バイオインクは、複数の細胞を含むことを特徴とする、請求項１乃至６のいずれか
１項に記載の生体組成物送達システム。
【請求項８】
　前記バイオインクは細胞外マトリックスの成分を含むことを特徴とする、請求項１乃至
７のいずれか１項に記載の生体組成物送達システム。
【請求項９】
　前記バイオインクは、ポリエチレンジメタクリラートを含むことを特徴とする、請求項
１乃至８のいずれか１項に記載の生体組成物送達システム。
【請求項１０】
　前記バイオインクは、ポリ乳酸をさらに含むことを特徴とする、請求項１乃至９のいず
れか１項に記載の生体組成物送達システム。
【請求項１１】
　前記バイオインクは、メタクリル化コラーゲンをさらに含むことを特徴とする、請求項
１乃至１０のいずれか１項に記載の生体組成物送達システム。
【請求項１２】
　前記内視鏡と通信するディスプレイスクリーンをさらに含むことを特徴とする、請求項
１乃至１１のいずれか１項に記載の生体組成物送達システム。
【請求項１３】
　前記ノズルは同軸ノズルであって、前記同軸ノズルは、同心状に配置された第１のノズ
ルと第２のノズルを含むことを特徴とする、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の生
体組成物送達システム。
【請求項１４】
　センサーをさらに含む、請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の生体組成物送達シス
テム。
【請求項１５】
　前記センサーは、光センサー、ロータリエンコーダ、圧電気加速度計、静電容量変位セ
ンサー、ジャイロスコープセンサー、圧力センサー、赤外線センサー、線形ポテンショメ
ーター、ストレッチセンサー、ステレオカメラシステム、位置推定システム、光センサー
、サーマルセンサー、温度センサー、サーマルカメラ、慣性計測装置（ＩＭＵ）、電流セ
ンサー、電圧センサー、磁気センサー、電磁センサー、深度センサー、音響センサー、タ
ッチセンサー、または共焦点変位センサーであることを特徴とする、
請求項１４に記載の生体組成物送達システム。
【請求項１６】
　３次元スキャナーをさらに含む、請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の生体組成物
送達システム。
【請求項１７】
　前記３次元スキャナーは、３次元のＸ線スキャナー、コンタクト３Ｄスキャナー、調光
３Ｄスキャナー、３Ｄレーザースキャナー、タイム・オブ・フライト法３Ｄスキャナー、
レーザー位相シフト３Ｄスキャナー、またはレーザーパルスベースの３Ｄスキャナーであ
ることを特徴とする、請求項１６に記載の生体組成物送達システム。
【請求項１８】
　第２のバイオインク容器と第２のノズルを含む第２のバイオプリンターをさらに含み、
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前記第２のバイオプリンターは前記第２のノズルと流体連通していることを特徴とする、
請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の生体組成物送達システム。
【請求項１９】
　ａ）制御システムはロボットアームとコンピューターシステムを含む
　ｂ）前記バイオプリンターは前記ロボットアームの遠位端に接続されている；および
　ｃ）前記ロボットアームは前記コンピューターシステムに動作可能に接続されている
ことを特徴とする、請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の生体組成物送達システム。
【請求項２０】
　第２のバイオインク容器と第２のノズルを含む第２のバイオプリンターをさらに含み、
前記第２のバイオプリンターは前記第２のノズルと流体連通しており、
　ａ）制御システムはさらに第２のロボットアームを含む
　ｂ）前記第２のバイオプリンターは前記第２のロボットアームの遠位端に接続されてい
る；および
　ｃ）第２のロボットアームは前記コンピューターシステムと動作可能に接続されている
ことを特徴とする請求項１９に記載の生体組成物送達システム。
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摘要(译)

提供了一种在有需要的个体的微创手术期间在内部组织缺陷或软骨缺陷
上生物打印生物墨水构建体的方法，该方法包括：使缺陷可视化;在缺陷
的近侧或邻近处放置包括打印头的生物打印机并且将生物墨水从打印头
喷射到缺陷上以形成生物墨水层，从而产生生物墨水构造。还提供了一
种用于在有需要的个体的微创手术期间在内部组织缺陷上生物打印生物
墨水构造的系统。该系统包括生物打印机，该生物打印机包括控制系
统，内窥镜和打印头。 [选择]图6
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